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っ な ぐ特殊卵管をっ くっ た ．現在迄い ぬ 25頭 を 用い て ，

1年乃至半年実験観察後 ， 剖検 した 処 麻醉死 1，術後逃

亡 4 ，感 染15，正 常 5 で未 だ 妊 娠例は な い ． 4）卵管分

−
泌液 ： 主と して ヒ ト ・ うざ ぎ の 卵管液 を採取し．化学 分

析 を 行なっ た が ， 還元力 の 強 い Rebulese が 発見 さ れ，

受 精 に何等か の 関係が あ る と思 わ れ る． 5）受精卵分割

と着床 ： しろ ねず み と うさ ぎ を 用い 受精卵分割機序並び

に着床状態を微速度映畫撮影で観察 し た． 6） Autora ・

diograPhy ：未染色及び 染色標本 を使用 した Stripping

method に よ り ， 卵巣卵 と周 囲 組織 ， 卵管内受精卵 と卵

管 ， 着床卵 と子宮内膜等 の 代謝関係及び卵管 ， 頚管の 核

酸代謝（
s2P

）粘液多糖体（
35S

）代謝 に っ き検討 を試みた ．

　 62．（演）Rub 加
1
艶 就 の批判

　卵管に 及 ぼ す炭酸 ガ ス の 影響

　　　　　　　　 （大阪市大）藤森速水，森村正孝

　現在種女 の 卵管通過性 検 査 法 が 用い ら れ て い るが ，卵

管 の 機能的所見 を加 味 した 検査法 と して Rubin 　test が

一
般 に 行 わ れて い る ．し か し Rubin 　test は そ の 単独検

．査成績の み を もっ て は判定 の 確実 を期 し難い 事，反復検

査実施時に しぱ しば検査成績の 不
一

致を惹起す る事は R

・
常 体験す る所で あ るが ，

こ の 要因として卵管 の 攀縮があ

げられる。

　我 が 教室に 於 て 製作 した 藤森式描 寧 式卵管通水裝置 に

よ る検査成績は ， 確実性 が 高 く副作用 も少ない の は 卵管

．
李縮 を生 じ ない 為 と考 え ら れ る．こ の 原因 の

一
端 を 究明

す べ く炭酸ガ ス が 剔出卵管 の 自動運 動 及 び 脱水 素 酵 素 に

、及ぼ す影響を調べ ，こ の 生 理 的作用を証明す る若干 ¢ 知

見 を 得た の で幸艮告す る．

　 63．（演）乾燥糧家精液 の 研 究

t（Freeze・dry   g 　 Seme 皿）

　　　　（慶夫）飯塚理 八
， 大 久保文雄 ， 磯野光志

　 さ きに，私どもは 精子の 保存 に 対 して グ リセ リ ン を基

1剤 と した KS 保存液 に よ る 凍結法 を 発爽 し， 最長 315

日保 存 の 精子 に よっ て の AID の 妊娠例 もみ た の で あ る

．が ， こ の方 法は ，− T9℃ 附近 に 常時凍結 せ ね ば な らぬ 装

置 を 必要と し ， 輸送 そ の 他 も簡単では ない ．こ れの 解決

，は ， 乾燥 精液 に よ つ て 行 わ れ る．

　 1957年 Juscenkoは，牛，鼠，兎の精液 の freezedrin冒 を

．試 み そ：の 曙光 を 見出 し た，人精液 に つ い て は ，Sherlnan

　（1954）は 不成功 に 終つ て い た ，私 ど もは ，Meryman ，

：Kafig が 牛 の 場合，ナ イ ロ ン ガ ーゼ を用 い た の に 示 唆 さ

．iL，人精液 に もこ れ を応用 して みた ．人精液 を グ リセ リ

ン ，あ る い は 血清 ， 入乳で稀釈 し ， 真空乾燥器 で free−

zedring す る．

　Drying は ， な るべ く短時間 に 終了す る方 が 良 く， モ

の た め 溶液状の ま X ＝e　erす る よ りは ナ イ ロ ン ガ
ー

ゼ に 透

析 して ， 予備凍結をは ぶ い て も よい ．乾燥物 を 融解す る

に は ， 5％糖液 を用 い た ．グ リセ リン 添加の もの で ｝ま，

7 ％濃度 が至 適で あ る が，そ れでも10％の 蘇生率に 止 ま

っ た ．人乳 は ，60％溶液で25％ の 蘇 生 率 を得 て い る．血

清では蘇生 を みな か っ た ．従来の 凍結保存では蘇生 率ぽ

70 〜 80％ ま で もあ る の で ， こ れに劣 る の で あ るが ，そ の

上 昇は 今後 に 期待す る．

　 Drying に よる精子の 保存は可能性があ り， 具体性 を

も っ て き た．こ の 乾燥精子 の 妊孕性 につ い て は 考究中で

あ る．

　64． （演）不 妊症の ホ ル モ ン 療法 （続報）

　　　　　　（大阪 同 生 病院）的埜　中，上道知三

　　　　　　　　　　　　　 中村　昇 ， 芳井秀明

　本療 法 二就い て は 既 こ 其の
一．・

部を 日本不妊学会第 2 ，

3及び 6 同総会並に第111ロ 旧 産婦総会に 於 て 報告 し た ．

不 妊 の 原因が機能性障碍 に よ る と思 わ れ る不妊婦人に 就

い て 主 と して B ．B ．T ．曲線を 中心 に 預管粘液並 に 子實内

膜組織検 査等を行 い ホ ル モ ン 投与が B ．B ．T ．に 及 ぼ す影

響 ：こ っ い て其の後の症例 に つ い て 述べ る．即 ち （ユ）Es −

trogen，協力性 ゴ ナ ド トロ ピ ン 併用 に 依 る排卵誘発 19−

Norsteroidの 分泌 期投 与 に依 る 着床促進 と思われ る妊娠

成 、ヒ例を 追加 し ， （2）Estradiol　in　Propylene 　Glyco15

mg を静脈内注射に依 る KupperrnEtnn 法 の追試 6例中 4

例 に B ．B．T ．の 改善 を 見 2 例 に綜失敗 した ． （3）Gona・

gen　forte1000R．U ．を 月 経終 了 後 隔 目に 数 回 投 与 し 頚管

粘液 の 改善 B ．B．Tl の 改善妊娠成立 を見 た． （4）B ・B ・

T ．一相 性 或 は不完全 な もの に 尿 の 17−KS 測定，好酸球

の 算定 に よ りDOCA と して Cortigenpellet　 50叩g埋 没

し B．B ．T ．の 改善妊娠成立を見た もの あ り ， 次に メタ ゾ

P ン 0．5註lg　1 日 1− 2T ，投与に よ り R 様 B ．B ．T ．及 び

頚管粘液所見等の 改善 を見 た が 尚少数例 で 目下 検討中で

あ る．

　 65． （示）吾が 教室 に 於け る 不妊症の 統計的観

察

　　　　　　　　 （奈良医大）前山昌男，須川　佶

　　　　　　　　西川義雄 ， 粟田正 昭 ， 田守陳哉

　　　　　　　　　　　　　　植松千鶴，森山郁子

　 昭和 34年 9月以降 ， 吾歡室 を訪 れた 不妊 を 主訴 とす る
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